
マテリアリティを基準にした優先SDGs報告事項のマッピングマテリアリティを基準にした優先SDGs報告事項のマッピング

気候変動対応 

地域コミュニティへの貢献と対話 

生物多様性の保全

情報セキュリティ対策 

人権尊重

コーポレートガバンス、コンプライアンス

社会貢献活動 

公正な取引の遵守 

ステークホルダーとのエンゲージメント

情報開示

大規模災害、パンデミック等のリスクマネジメント

製品やサービスの安全・安心・信頼性の向上 
安全・安心な配送、快適で魅力的な住環境

人材育成・開発

職場の労働安全衛生

働き方改革、社員満足度向上、D&I推進

サプライチェーンマネジメント

廃棄物・危険物の管理と削減

ステークホルダーの 

評価・決定への影響 

高

企業の経済・環境・社会面の影響の程度 高

● 地球環境保全　 ● ガバナンス強化　 ● 多様な人材の活躍と人権尊重　 ● 製品やサービスの安全・安心　 ● 地域コミュニティの発展 

すべてのステークホルダーへのインパクトと当グループへのインパクトの観点から重要課題を分類し、��個のマテリアリティを選定しました。 


